
当院のシンボルマークは、患者さまに対する「まごころ」を漢字の「心」で表現しています。
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安心の優しい医療を提供し、
市民から信頼される病院を目指します
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基本理念

●市民のニーズに応じた最善の医療を提
　供します。
●重点診療項目として、悪性疾患、救急
　及び生活習慣病に取り組みます。 
●安定した健全な病院経営を目指します。

基本方針
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▲多職種が連携するチームとして、患者さまの糖尿病治療をサポートします。

特集 内分泌代謝疾患と最近の糖尿病治療
がん診療コーナー　口腔底がん（口底がん）
お知らせ　第１回市民公開講座を開催しました　ほか
もっと知りたい　救命センター看護師
地域の絆　かよ皮ふ科クリニック
　　　　　重本内科
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当
院
の
糖
尿
病
内
分
泌
代
謝
内
科
は
、

医
長
河
野
倫
子
、
医
師
鍋
島
公
喜
の
２
名

で
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
の
治
療
に
は
薬
物
療
法
、
イ
ン

ス
リ
ン
治
療
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

土
台
と
し
て
、
食
事
・
運
動
療
法
が
重
要

で
す
。
そ
の
た
め
、
糖
尿
病
の
診
療
に
は

医
師
だ
け
で
な
く
、
看
護
師
、
管
理
栄
養

士
、
理
学
療
法
士
、
薬
剤
師
、
公
認
心
理

師
、
臨
床
検
査
技
師
な
ど
多
職
種
が
関
わ

り
、
患
者
さ
ま
の
治
療
継
続
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
一
同
で
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
行
い
、
よ
り
よ
い
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

よ
う
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
科
で
は
内
分
泌
代
謝
疾
患
に

つ
い
て
も
、
専
門
的
な
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
内
分
泌
代
謝
疾
患
、
そ
し
て
最

近
の
糖
尿
病
診
療
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　
内
分
泌
代
謝
疾
患
は
、
ホ
ル
モ
ン
の
異
常

に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
ホ
ル
モ
ン
と

は
、
体
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
で
作
ら
れ
、

血
液
な
ど
を
介
し
て
標
的
と
な
る
細
胞
（
標

的
臓
器
）
に
到
達
し
、
体
の
健
康
維
持
の
た

め
に
い
ろ
い
ろ
な
機
能
を
調
節
す
る
情
報
伝

達
物
質
（
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
）
で
す
。

　
ホ
ル
モ
ン
を
作
る
内
分
泌
臓
器
に
は
脳

下
垂
体
、
甲
状
腺
、
副
甲
状
腺
、
副
腎
、

精
巣
・
卵
巣
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病

に
関
わ
る
イ
ン
ス
リ
ン
も
、
膵
臓
で
作
ら

れ
る
ホ
ル
モ
ン
の
一
つ
で
す
。

　
ホ
ル
モ
ン
異
常
の
多
く
は
、
産
生
が
過

剰
か
、
不
足
し
て
い
る
か
の
い
ず
れ
か
で

あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
症
状

や
合
併
症
が
起
こ
り
ま
す
。

 

こ
こ
で
は
、
内
分
泌
代
謝
疾
患
の
な
か
で

も
比
較
的
患
者
さ
ま
が
多
く
、
地
域
の
医

療
機
関
か
ら
も
よ
く
ご
紹
介
い
た
だ
く
バ

セ
ド
ウ
病
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
バ
セ
ド
ウ
病
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｈ
レ
セ
プ
タ
ー

抗
体
と
い
う
「
自
己
抗
体
」
が
甲
状
腺
を

刺
激
す
る
こ
と
に
よ
り
、
甲
状
腺
ホ
ル
モ

ン
が
過
剰
に
産
生
さ
れ
る
病
気
で
す
。

　
抗
体
は
本
来
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど

の
外
敵
（
抗
原
）
か
ら
体
を
守
る
も
の
で

す
が
、
外
敵
で
は
な
く
自
己
の
細
胞
を
抗

原
と
し
て
認
識
し
て
し
ま
う
の
が
自
己
抗

体
で
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
抗
体
が
で
き

る
の
か
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
女
性
に
多
い
病
気
で
あ
り
、
男
女
の
比

率
は
男
性
１
人
に
対
し
て
女
性
５
〜
６
人

程
度
で
す
。
20
〜
50
歳
代
の
方
に
発
症
す

る
こ
と
が
多
く
、
な
か
で
も
20
〜
40
歳
代

の
発
症
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
は
全
身
の
代
謝
を
活

発
に
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
甲
状
腺
ホ

ル
モ
ン
が
過
剰
に
産
生
さ
れ
る
と
、
じ
っ

と
し
て
い
て
も
激
し
い
運
動
を
し
て
い
る

よ
う
な
状
態
に
な
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
脈
が
速
く
な
る
、
疲
れ
や

す
く
な
る
、
汗
を
異
常
に
か
く
、
食
欲
は

増
し
て
い
る
の
に
体
重
は
減
る
、
イ
ラ
イ

ラ
す
る
、
下
痢
に
な
る
、
な
ど
の
症
状
が

出
ま
す
。
そ
の
ま
ま
治
療
さ
れ
ず
に
経
過

す
る
と
、
不
整
脈
や
心
不
全
を
発
症
し
、

命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
診
断
に
は
血
液
検
査
（
Ｆ
Ｔ
３
、
Ｆ
Ｔ

４
、
Ｔ
Ｓ
Ｈ
、
Ｔ
Ｓ
Ｈ
レ
セ
プ
タ
ー
抗
体

な
ど
の
測
定
）
、
甲
状
腺
エ
コ
ー
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
治
療
は
薬
物
療
法
が
主
で
、
多
く
の
場

合
は
薬
物
療
法
で
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
は
正

常
化
し
、
数
年
で
治
療
を
終
了
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、
な
か
に
は
薬
物

療
法
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
難
治

例
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
手
術
療
法
や
ア

イ
ソ
ト
ー
プ
治
療
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

　
患
者
さ
ま
と
相
談
し
な
が
ら
、
必
要
が

あ
れ
ば
他
の
診
療
科
や
医
療
機
関
と
連
携

し
て
診
療
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

糖
尿
病
の
治
療
は
日
々
進
歩
し
て
お

り
、
新
し
い
薬
剤
や
機
器
が
次
々
と
登
場

し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
イ
ン
ク
レ
チ
ン
製
剤
で
あ
る
Ｇ

Ｉ
Ｐ
／
Ｇ
Ｌ
Ｐ

－

１
受
容
体
作
動
薬
は
血

糖
改
善
及
び
体
重

減
少
作
用
が
あ

り
、
特
に
肥
満
症

を
合
併
す
る
２
型

糖
尿
病
の
治
療
に

有
用
性
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

リ
ア
ル
タ
イ
ム

Ｃ
Ｇ
Ｍ
（
持
続
血
糖

モ
ニ
タ
ー
）
は
、
簡

便
か
つ
即
時
的
に

血
糖
を
測
定
す
る

こ
と
が
で
き
、
血

糖
変
動
を
把
握
す

る
こ
と
で
よ
り
よ
い
血
糖
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
な
が
る
機
器
で
す
。

　

２
０
２
２
年
４
月
に
保
険
適
用
が
拡
大

し
、
よ
り
多
く
の
患
者
さ
ま
が
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
型
糖
尿
病
の
な
か
で
も
血
糖

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
困
難
な
方
に
使
用
さ
れ

る
イ
ン
ス
リ
ン
ポ
ン
プ
も
、
改
良
が
進
み

新
し
い
シ
ス
テ
ム
が
搭
載
さ
れ
た
も
の
が

登
場
し
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
患
者
さ
ま
の
病
態
や
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
治
療
内
容
を
提
案
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の

た
め
、
こ
の
３
年
間
糖
尿
病
教
室
を
開
催

で
き
ず
、
個
別
の
指
導
の
み
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
、
糖
尿
病
教
室
の
再
開
に

向
け
て
鋭
意
準
備
を
進
め
て
お
り
、
近
々

再
開
で
き
る
予
定
で
す
。

　

内
分
泌
代
謝
疾
患
は
、
甲
状
腺
疾
患
、

副
腎
疾
患
、
脳
下
垂
体
疾
患
、
副
甲
状
腺

疾
患
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
病
気
の
精
査
を
ご
希
望
の
場
合
は
ぜ
ひ

当
科
を
受
診
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま

す
。
ま
た
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
地
域
の
み
な
さ
ま
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
よ
り
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

内分泌代謝疾患
最
近
の
糖
尿
病
治
療

と

糖
尿
病
内
分
泌
代
謝
内
科
医
長

河
野

倫
子

み
ち
こ

こ
う
の

特
集

は
じ
め
に

内
分
泌
代
謝
疾
患

こ
う

き

な
べ
し
ま
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血
糖
を
測
定
す
る

こ
と
が
で
き
、
血

糖
変
動
を
把
握
す

る
こ
と
で
よ
り
よ
い
血
糖
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
な
が
る
機
器
で
す
。

　

２
０
２
２
年
４
月
に
保
険
適
用
が
拡
大

し
、
よ
り
多
く
の
患
者
さ
ま
が
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
型
糖
尿
病
の
な
か
で
も
血
糖

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
困
難
な
方
に
使
用
さ
れ

る
イ
ン
ス
リ
ン
ポ
ン
プ
も
、
改
良
が
進
み

新
し
い
シ
ス
テ
ム
が
搭
載
さ
れ
た
も
の
が

登
場
し
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
患
者
さ
ま
の
病
態
や
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
治
療
内
容
を
提
案
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の

た
め
、
こ
の
３
年
間
糖
尿
病
教
室
を
開
催

で
き
ず
、
個
別
の
指
導
の
み
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
、
糖
尿
病
教
室
の
再
開
に

向
け
て
鋭
意
準
備
を
進
め
て
お
り
、
近
々

再
開
で
き
る
予
定
で
す
。

　

内
分
泌
代
謝
疾
患
は
、
甲
状
腺
疾
患
、

副
腎
疾
患
、
脳
下
垂
体
疾
患
、
副
甲
状
腺

疾
患
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
病
気
の
精
査
を
ご
希
望
の
場
合
は
ぜ
ひ

当
科
を
受
診
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま

す
。
ま
た
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
地
域
の
み
な
さ
ま
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
よ
り
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

特
集

バ
セ
ド
ウ
病
の
症
状

バ
セ
ド
ウ
病
の
診
断
と
治
療

お
わ
り
に

バ
セ
ド
ウ
病

最
近
の
糖
尿
病
治
療

喉頭隆起
（のどぼとけ）
喉頭隆起
（のどぼとけ）

甲状軟骨甲状軟骨

甲状腺甲状腺
気管気管

▲インスリンポンプ

▲インクレチン製剤▲リアルタイムCGM
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30 口腔底がん
（口底がん）

1月19日（金）までに、電話、FAX、Eメー
ルで、経営企画グループまでお申し込
みください。FAX、Eメールの場合は必
要事項（氏名（ふりがな）、電話番
号、参加人数）を明記の上、お送りくだ
さい。
      083-231-4111（代表）
FAX  083-224-3838       　　　
　　keiei@shimonosekicity-hosp.jp

市民公開講座
糖尿病の診断と分類

2型糖尿病と1型糖尿病、妊娠糖尿病

糖尿病にもいろいろある

講師：糖尿病内分泌代謝内科医長
河野　倫子

2024年1月20日
　
９
月
30
日
（
土
）
当
院
に
お
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
後
、
約
４
年

ぶ
り
と
な
る
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
今
年
度
第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
、「
お

尻
の
痛
み
や
足
の
し
び
れ　
〜
腰
部
脊
柱
管

狭
窄
症
の
少
し
詳
し
い
お
話
〜
」
と
題
し
て
、

当
院
整
形
外
科
部
長
の
飯
田
圭一郎
に
よ
る

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
定
員
を
超
え
る
お
申

し
込
み
を
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て
市
民
の

皆
さ
ま
の
健
康
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
に
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10：00～11:00
（9:00開場）土

参加費無料120名（受付先着順）

うえはら まさた か

＜歯科系統括部長＞　上原　雅隆

　口腔内に発
症するがんを口
腔がんといいま
す。発症部位に
より、舌がん、口
腔底（口底）が

ん、硬口蓋がん、上顎（下顎）歯肉が
ん、頰粘膜がんに分類されます。
　口腔がん自体、希少がんに分類さ
れ、発症率はがん全体の１～3％にす
ぎません。その内の60％は舌がん
で、口腔底がんの割合は9.7％です。
　男女比は４：１となっています。
　特徴として、特に初期は痛みを伴
わず、舌の影となっているため異変
に気づきにくいことが挙げられます。
　多くは口底部の潰瘍と硬結を伴う
腫瘤を自覚し発見されます。また、口
底には顎下腺管が存在し、がんによ
る唾液の流出障害が生じ、顎下腺の

口腔底がん（口底がん）とは 腫脹から発見されることもあります。
　口腔がんの90％は扁平上皮がん
ですが、舌下腺などの唾液腺から発
症するがんの可能性も比較的高い
ことも特徴のひとつで、舌下腺腫瘍
のほとんどは悪性といわれています。

　他の口腔がんと同様、喫煙、飲酒、
慢性の機械的・化学的刺激、ウイル
ス感染などです。特に喫煙は口腔が
んの最大の危険因子と考えられてい
ます。慢性刺激としては、傾斜した
歯、歯牙への不良充填物、不適合義
歯などが挙げられます。ウイルス感
染、特にヒトパピローマウイルス
(HPV)が中咽頭がんと同様に口腔
がんの発症に関与していると考えら
れています。
　口腔底がんは、他の口腔がんと同
様、頚部リンパ節へ転移する性質が

あり、その頻度は舌がんと同様、高い
とされています。初診時に顎下リンパ
節に転移が認められるケースは45～
55％です。

　治療は手術が主となります。放射
線や抗がん剤も効果はありますが、
特に放射線治療は顎の骨に対する
副作用が強く出るため、手術療法が
第一選択となります。
　ただし、進行がんに対しては、放射
線療法、抗がん剤治療が併用される
こともあります。予後は一般的に不良
で、5年生存率は約49％です。治療
成績向上のためには早期発見が最
も重要です。口腔底に限らず口腔に
何か異変を自覚した際は、すみやか
に口腔外科を受診してください。

口腔底がん治療法及び予後

口腔底がんの危険因子

舌舌
口腔底口腔底

硬口蓋硬口蓋

頬粘膜頬粘膜

上顎歯肉上顎歯肉

下顎歯肉下顎歯肉

じょうがくし に く

こうこうがい

きょうねんまく

こうくうてい

か が く し にく

こうけ つ

が っ か せ ん か ん

しゅちょう

市民病院からのお知らせ
hospital news

市
民
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
し
た

令和５年度

第２回

下関市立市民病院２階講堂会場 第1回

地方独立行政法人
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下関市立市民病院－4－



SQLを用いた『内製システム構築』および
『RPA導入』による業務改善への取組

第72回日本病院学会優秀演題受賞！

第72回日本病院学会優秀演題を受賞した「SQLを用いた『内製システム構築』および『RPA導入』による
業務改善への取組」が2023年9月21日・22日に仙台で開催された第73回日本病院学会で表彰されまし
た。受賞した当院事務部経営企画グループデータ分析班長　源順一のコメントを紹介いたします。

第72回日本病院学会優秀演題を受賞した「SQLを用いた『内製システム構築』および『RPA導入』による
業務改善への取組」が2023年9月21日・22日に仙台で開催された第73回日本病院学会で表彰されまし
た。受賞した当院事務部経営企画グループデータ分析班長　源順一のコメントを紹介いたします。

　私は院内システムエンジニア（医
療情報技師）として従事しています
が、昨今の医療DX推進化の波に当
院も追随すべく、「データサイエン
ティスト」としての役割も求められる
ようになりました。今年度からは本格
的に「データ分析班」を新たに立ち
上げ、班長を拝命いたしました。
　そのような中、2022年7月の第72
回日本病院学会で発表した演題が
優秀演題に選ばれ、先日の学会で表
彰されました。
　当院で取り組んできた活動内容に
対し、一定の評価をいただけたこと
は、今後のビジョンを築いていく上で
大きな自信となりました。

　学会では院内業務改善活動につ
いて発表いたしました。
　具体的には、SQLというプログラミ
ング言語を用い、院内のコンピュータ
に日々蓄積される診療情報を抽出・
加工することで業務支援を行うシス
テムの構築、PRA（Robotic Process 
Automation:人がパソコン上で日
常的に行っているデータ入力作業や
ソフトウェアの操作を、ソフトウェアロ
ボットが代わりに行い、作業を自動化
する仕組み）を用いて、画像診断・病
理検査結果を未確認の医師に対し
て確認を促すメールを自動配信する
仕組みの開発などについてです。
　今後も継続して学会発表で当院

の取組みを情報発信し、それをきっ
かけに他の病院でも同様の活動が
進むことを願っています。
　今までの取組みについての事例
紹介等が下記より閲覧できますの
で、ご覧いただけたら幸甚に存じま
す。

　
２
０
２
３
年
９
月
よ
り
、
総
合
診
療
科

を
新
設
し
、
中
塚
昭
男
医
師
を
総
合
診
療

科
部
長
と
し
て
迎
え
ま
し
た
。

　
総
合
診
療
科
で
は
、
診
療
科
が
定
ま
ら

な
い
患
者
さ
ま
が
ど
の
よ
う
な
治
療
が
必

要
か
を
見
定
め
、
各
診
療
科
へ
の
紹
介
な

ど
を
行
って
い
ま
す
。

　
９
月
よ
り
勤
務
し
て
お
り
ま
す
総
合
診

療
科
の
中
塚
昭
男
で
す
。
主
に
救
急
科
と

協
力
し
て
救
急
搬
送
患
者
等
の
初
期
診
療

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
36
年
ぶ
り
に
生
ま
れ
育
っ
た
下

関
に
帰
って
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
外
科

医
、
救
命
救
急
医
、
地
域
医
療
医
（
総

合
診
療
医
）
と
し
て
勤
務
し
て
き
た
経
験

を
生
か
し
、
故
郷
下
関
の
救
急
医
療
に
、

微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。   

総合診療科部長
なか つ か あ き お

中塚　昭男

総
合
診
療
科

新
任
医
師
ご
紹
介

ご
挨
拶

新設

株式会社グローバルヘルスコンサルティ
ング・ジャパンwebサイトより
・事例紹介
https://www.ghc-j.com/case/dash-
board/case-12275/
・病院経営コラム
https://www.ghc-j.com/column/12290/

当院の医療ＤＸの取組み 発表内容と今後について
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当院
で働く職員を紹介しま

す
。

看護師（救命セ
ンタ

ー
）

も
っ
と
知
り
た
い。

　
毎
年
１
月
初
旬
に
１
階
ロ
ビ
ー
を
は
じ

め
院
内
に
干
支
を
題
材
と
し
た
書
道
作
品

が
展
示
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
今
回
の
「
も
っ
と
知
り
た
い
」
で

は
、
当
院
看
護
師
で
書
道
家
で
も
あ
る
木

原
智
行
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
短
い
展
示
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
機

会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
主
任
会
や
教
育
委
員
会
か
ら
の
働
き
か

け
で
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
学
１
年
生
か
ら
で
す
。
友
達
が
習
っ

て
い
て
興
味
を
持
ち
習
い
始
め
ま
し
た
。

　
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
、
祝
儀
袋
や
命

名
書
、
感
謝
状
書
き
な
ど
、
書
に
関
す
る

依
頼
を
さ
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
自
分
が
得
意
と
す
る
分
野
で
役
に
立

ち
、
ひ
と
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
で
、

自
分
も
嬉
し
く
幸
せ
に
な
る
と
い
う
経
験

を
多
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

度
に
書
道
を
続
け
て
き
て
良
か
っ
た
と
感

じ
ま
す
。

　
書
道
に
関
し
て
は
た
だ
長
く
続
け
て
き

た
だ
け
で
す
が
、
こ
の
続
け
る
力
が
仕
事

に
活
か
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　
看
護
研
究
を
行
っ
た
際
に
膨
大
な
数
の

デ
ー
タ
を
収
集
し
ま
し
た
。
仲
間
と
毎
日

少
し
ず
つ
進
め
ま
し
た
が
、
と
て
も
忍
耐

力
を
必
要
と
す
る
作
業
で
し
た
。
し
か
し

幼
い
頃
か
ら
培
っ
た
継
続
す
る
力
で
集
中

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

看
護
の
質
向
上
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
が

デ
ー
タ
の
中
よ
り
見
出
さ
れ
、
現
在
の
看

護
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
救
命
セ
ン
タ
ー
で
は
た
く
さ
ん
の
モ
ニ

タ
ー
に
表
示
さ
れ
る
数
値
が
あ
り
ま
す
。

数
値
に
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、
数
値
だ

け
に
捉
わ
れ
ず
患
者
さ
ま
の
全
体
像
を
み

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
休
日
の
ほ
と
ん
ど
は
子
ど
も
の
行
事
に

費
や
し
て
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
を
持
ち
、
今

し
か
な
い
瞬
間
を
日
々
写
真
に
収
め
、
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

緩和ケア看護認定
看護師

長倉　博絵
ひろえながくら

書
道
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

書
道
を
続
け
て
き
た
こ
と
が
、
看
護
の
現

書
道
を
続
け
て
き
た
こ
と
が
、
看
護
の
現

場
で
活
か
さ
れ
た
こ
と
な
ど
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

院
内
で
は
干
支
の
作
品
の
ほ
か
に
、
看
護

研
究
発
表
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
で
も
そ

の
腕
前
を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
書
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

仕
事
を
し
て
い
く
う
え
で
大
事
に
し
て

い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

休
日
の
過
ご
し
方
や
、
最
近
ハ
マ
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
緩
和
ケ
ア
で

は
生
命
を
脅
か

す
病
に
関
わ
る

苦
痛
や
つ
ら
さ

を
持
っ
た
方
、

そ
の
ご
家
族
の

苦
痛
や
つ
ら
さ

を
和
ら
げ
、
そ

の
人
ら
し
い
暮

ら
し
を
続
け
て
い
く
た
め
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。
医
師
、看
護
師
、医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
公
認
心
理
師
、
薬
剤
師
な
ど

様
々
な
職
種
か
ら
な
る
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
が

支
援
し
ま
す
。

　
緩
和
ケ
ア
と
い
う
と
、
ど
う
し
て
も
死
に

直
面
し
て
必
要
と
な
る
も
の
と
考
え
が
ち
で

す
が
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
時
、
治
療
中
、

治
療
を
終
え
た
時
な
ど
、
そ
の
時
々
に
感
じ

る
辛
さ
や
苦
痛
に
対
応
し
ま
す
。

　
痛
み
を
と
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
今
ま
で

通
り
に
近
い
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
必
要

な
支
援
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

　
ま
ず
は
希
望
を
う
か
が
う
こ
と
か
ら
は
じ

め
ま
す
。
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

▲誰にでもできるようなことを、誰にもできないくらい続けることが
できれば、様々な場面で大きな力や自信につながると思っています。

木原　智行

看護部
副主任

き は ら ともゆき

書
道
を
始
め
た
の
は
い
つ
か
ら
で
す
か
？
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　当院と連携している医療機関等を紹介します。
　登録医の先生と当院とは、患者さまの病状に
合わせた治療が行えるよう、密接な関係をつ
くっています。

下関市立市民病院　地域連携室
電話：083-224-3860 FAX：083-224-3861

　重本内科　副院長の重本翔と申します。2022年4月より、当
院は重本歴院長、重本翔副院長の2診体制で診療を行っておりま
す。私は、幼少期は兵庫県西宮で過ごし、10歳の時に父の郷里
での開業に伴い下関に引っ越してきました。山口県立下関西高
校を卒業後、大阪医科大学に入学し、卒業後は同学附属病院の
糖尿病内科に入局しました。同院糖尿病内科は、1型糖尿病の研
究を中心にしており、1型糖尿病の患者さんに対し、欧米で主に使用されている24時間持続血糖モニ
ターやインスリン持続注入ポンプを使用しての治療を積極的に行っておりました。また、月に一度、
市立ひらかた病院での救急当直を行っておりました。
　40歳を機に、再び下関へと戻り、父の開業する重本内科での勤務を開始しました。様々なインスリ
ン、GLP-1受容体作動薬の登場など、目覚ましく発展する糖尿病の治療について、これからは、地元
の黒井で、一般内科・糖尿病内科医として、地域医療に貢献してまいりたいと思っております。どう
ぞよろしくお願い申し上げます。

地域の き
ず
な

〒759-6312　下関市豊浦町大字黒井2366-1　TEL：083-774-4353　＜一般内科、糖尿病内科＞
月・火・木・金：9:00～12:30、14:00～18:00　水・土：9:00～12:30

　令和 5 年 5 月 10 日、梶栗町に「かよ皮ふ科クリニック」を開
院いたしました山本佳世と申します。
　わたしは下関で生まれ育ち、産業医科大学へ進学、卒業後は関
門医療センターで初期研修を行いました。その後は、産業医科大
学皮膚科学教室へ入局し、産業医科大学病院、JCHO九州病院（旧
九州厚生年金病院）へ勤務、産業医もつとめました。産業医科大
学病院では外来医長、アレルギー専門外来、乾癬専門外来を担当
させていただきました。このたび、西山皮ふ科の西山和光先生よ

りクリニック承継のお話をいただき、開院のはこびとなりました。研修医時代に 3 か月間、西山先生
のところでお世話になったのがきっかけで、西山先生がご引退されるのと同時に承継させていただきま
した。下関の北部の方には皮膚科がないため、遠方からも受診されます。西山先生の患者様と向き合う
姿や初期対応の大切さなど学ばせていただき、あの場所の皮膚科をなくしてはならないと強く思い、今
に至っております。これまでの経験を活かし、育ててもらった下関のみなさま、先生方への恩返しの気
持ちをこめて、これから精進していきたいと思います。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

かよ皮ふ科クリニック 院長　山本 　佳世 先生
やまもと か よ

〒759-6614　下関市梶栗町3-7-8　TEL：083-262-1277　＜皮膚科＞
月・火・水・金：9:00～12:30、14:00～18:00（受付17:30まで）　土（第2・第4のみ）：9:00～12:30　※火曜日14:00～14:30は手術優先

重本内科 副院長　重本　翔 先生
しげもと しょう

重本翔副院長重本歴院長
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総 合 診 療 科
内 科・消 化 器 内 科
内 科・呼 吸 器 内 科
内 科・循 環 器 内 科
禁煙外来（午後・予約制）

内 科 ・ 腎 臓 内 科

内 科 ・ 血 液 内 科

内 科
リウマチ膠原病内科

糖尿病内分泌代謝内科

神経内科（午前中・予約制）
精 神 科
心 臓 血 管 外 科

呼吸器・抗酸菌症外来（呼吸器外科）

呼吸器腫瘍センター（呼吸器外科）

脳 神 経 外 科

　

眼 科

放 射 線 診 断 科

放 射 線 治 療 科

外来診療のご案内 2023年 11月１日現在　（※）…非常勤医師

◆糖尿病教室（要予約：内科外来にお問い合わせください。）
◆ペースメーカー外来（内科外来：要予約）　毎月第３月曜日13:00～15:00（第３月曜日が休日の場合は第４月曜日）
◆ロービジョン外来（眼科外来：要予約）視覚に障害があるため生活に何らかの支障を来している方への支援
◆整形外科は再診・新患ともに完全予約制です。急患はご相談ください。

〒750-8520 下関市向洋町一丁目13番1号
TEL：０８３-231-4111（代表）　FAX：０８３-224-3838
ホームページアドレス　https://shimonosekicity-hosp.jp/
地域連携室（紹介予約） 専用TEL：０８３-224-3860 専用FAX：０８３-224－3861

外  　　　　科

午  前

午  後

月 火 水 木 金曜日診療科

泌
尿
器
科

整
形
外
科

午 前 （一 般 外 来）

午 後 （更年期外来）

疼 痛 外 来
ペインクリニック内科 午  後

午  前

小 児 外 科

皮 膚 科

耳 鼻 咽 喉 科

歯 科・歯 科 口 腔 外 科

緩 和 ケ ア 外 来

救 急 科（午 前・午 後）

産
婦
人
科

再  　　　　　　診

新　  　　　　　患

一  　診 （初　　診）
二  　診 （予約のみ）

地方独立行政法人

SHIMONOSEKI CITY HOSPITAL
下関市立市民病院

禁煙外来を行っています。当院は敷地内禁煙です。ご協力お願いします。

大草  響／加来 寿光 保利 喜史 大草  響 保利 喜史 加来 寿光
中塚 昭男 中塚 昭男 中塚 昭男 中塚 昭男 中塚 昭男

金子 武生

鳥井 亮（※）（午前）山口 雄大（※）（午前）
金子 武生／野田 裕剛 金子 武生 安田 潮人 辛島 詠士 辛島 詠士／有馬 岳史

坂井 尚二 安宅映里 （※）（午前） 中村 亜輝子（※）（午前）

久保 安孝

大田 俊一郎
甲斐 達也（※）（午前）

河野 倫子

大田 俊一郎
久志本 和郎

鍋島 公喜

久保 安孝

大田 俊一郎
久志本 和郎

大田 俊一郎
（地域連携室 紹介のみ） 木村 光一（※）（午前）

鍋島 公喜

本田 真也（※）
原  正吾（※）

河野 倫子河野 倫子

上野 安孝／鬼塚 大史 上野 安孝／栗栖 和宏
萱島  理／宮竹 英志

中原 千尋
川地  眸
中原 千尋

大谷 和広
宮竹 英志 萱島  理

萱島  理

川地  眸
大谷 和広

乳腺外来　川地  眸
大谷 和広

ストーマ外来（新患）第2・第4

乳腺外来　川地  眸

中原 千尋

ストーマ外来（第2・第4）
大谷 和広

吉田 順一（要相談） 吉田 順一（要相談） 吉田 順一（要相談）

院長外来（院外紹介）
萱島  理／宮竹 英志

吉田 順一（要相談） 吉田 順一

井上 政昭／名部 裕介

中村 晶俊（※）（第2・第4午後）

名部 裕介（午前）井上 政昭

九大派遣医師（※）

中村 隆治／尾中 貞夫 中村 隆治／田代 洸太 中村 隆治／尾中 貞夫 中村 隆治／尾中 貞夫
田代 洸太（午後）

杉田 敏明 太田 浩二／衛藤  凱 飯田 圭一郎
河野  敦

原田  岳
金海 光祐

渡邊 哲也（午後）／矢野 裕大
白澤 建藏（※）

太田 浩二
河野  敦

渡邊 哲也
矢野 裕大

飯田 圭一郎
原田  岳／杉田 敏明

飯田 圭一郎
衛藤  凱

金海 光祐
白澤 建藏（※）(午前）

榊原 亜有美 平儀野 剛 吉弘  悟 平儀野 剛
平儀野 剛 吉弘  悟 榊原 亜有美 吉弘  悟

石村 良嗣 石村 良嗣 石村 良嗣 石村 良嗣
ロービジョン外来（第4午後）

山砥 茂也

有賀 美佐子 有賀 美佐子 有賀 美佐子 有賀 美佐子（午前）
小野 太輝（※）（午後） 有賀 美佐子

前田 博敬（第1・第3・第5）
川﨑 憲欣（※）（第2・第4） 前田 博敬 前田 博敬 前田 博敬

門脇 史宜（※）

藤原 義樹（※）
藤原 義樹（※）

午後の外来は13～14時受付

藤原 義樹（※）
前田 博敬（予約のみ）

内田  寛／白水  舞
午後の外来は13～14時受付

内田  寛／白水  舞
午後の外来は13～14時受付

内田  寛（午前）／白水  舞（午前）
午後：手術

内田  寛／白水  舞
午後の外来は13～14時受付

内田  寛（午前）
白水  舞（午前）
平  俊明

九大派遣医師（※）
平  俊明
宮﨑  孝

平  俊明
宮﨑  孝

平  俊明
宮﨑  孝

上原 雅隆
西川  健

上原 雅隆／西川  健
長畑 佐和子

上原 雅隆／西川  健
入学 陽一（※）（予約のみ）

上原 雅隆／西川  健
長畑 佐和子

上原 雅隆
西川  健

牧野 一郎（午前中）（予約制）
中原 千尋／尾中 貞夫

中塚 昭男 尾中 貞夫 中原 千尋 中原 千尋／尾中 貞夫
中塚 昭男

牧野 一郎（午前中）（予約制）

中原 千尋／中塚 昭男

平  俊明
宮﨑  孝

榊原 亜有美
吉弘  悟

石村 良嗣

病院の最新情報は
こちらから

多職種が連携するチームとして、患者さまの糖尿病治療をサポートします。
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